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平成 29 年 6 月 23 日 

令和８年６月 26 日 

官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム～ 

【大学生等対象】2026 年度（第 18 期）派遣留学生の 

選考結果及び壮行会の開催について 

応募者数が前年度から約２割増加！ 

「官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN 新・日本代表プログラム～【大学生

等対象】2026年度（第18期）派遣留学生」の選考結果（別紙１、２）を公表するとともに、

派遣留学生を対象とした壮行会を７月18日（土）に開催することをお知らせします。 

応募者数は前年度 1,204 名から 1,481 名へと約２割増加し、在籍校数(275 校)とともに、

第２ステージ開始以降最多となりました。 

また、「トビタテ！留学 JAPAN」第２ステージに対して御支援いただいている企業・団体

（別紙３）を取りまとめましたので、併せてお知らせします。 

概 要

１．第18期派遣留学生選考結果（別紙１、２） 

区分 学年区分 応募者数 採用者数【倍率】 

（１）学生等数 新大学１年生

以外 

1,442人（1,187人） 270人（263人）【5.3倍】 

新大学１年生 39人（17人） 7人（5人）【5.6倍】 

合計 1,481人（1,204人） 277人（268人）【5.3倍】 

（２）在籍校数 新大学１年生

以外 

260校（216校） 107校（102校） 

新大学１年生 36校（16校） 7校（5校） 

合計 275校（219校） 113校（105校） 

※在籍校数の合計について、新大学1年生以外と新大学１年生の重複は１校としてカウントする。

（参考）応募者在籍校のうち新大学生１年生のみが応募した校数 15校

採用者在籍校のうち新大学生１年生のみが採用された校数 6校 

※表中の括弧書きは、2025年度（第17期）派遣留学生の選考結果である。

※倍率は、応募者数÷採用者数で算出している（小数点第二位を四捨五入）。



２．第18期派遣留学生壮行会 

（１）日時 令和８年７月18日（土）13:00 ～18:00 

（第一部）13:00～14:00 式典 

（第二部）14:20～15:20 交流会  

（第三部）15:45～18:00 派遣留学生対象オリエンテーション 

 

（２）場所 第一部及び第三部 文部科学省３階講堂 

        第二部 文部科学省１階食堂 

 

（３）参加者 第18期派遣留学生、支援企業・団体、教育機関関係者、メディア関係者、 

        文部科学省及び（独）日本学生支援機構関係者 

 

（４）概要  グローバル人材育成コミュニティ全体で【大学生等対象】第18期派遣留学生の

派遣を祝う式典を開催するとともに、交流会及び派遣留学生対象オリエンテー

ションを通じて、「トビタテ！留学JAPAN」の意義を伝え、留学への士気を高

める。 

※式典、交流会及び派遣留学生対象オリエンテーションは取材可能です。 

追って登壇者情報などを含む取材案内状を公表予定です。 

詳細については「本件に関するお問い合わせ先」までご連絡ください。 

 

 

３．支援企業・団体（別紙３） 

109社・団体 44.7億円 [令和８年６月1日（月）現在]  

※ 企業・団体からの御支援は、引き続き募集しています。 



 

 ＜お問い合わせ＞ 

 
【新・日本代表プログラム 大学生等対象（第 18 期）について】 

官民協働海外留学創出プロジェクトチーム  

文部科学省高等教育局 参事官（国際担当）付 留学生交流室 
政策調査係（内線 2518）電話：03－5253－4111（代表） 
 
日本学生支援機構 グローバル人材育成部 

グローバル人材育成企画課（内線 4938）  
電話：03－5253－4111（代表） 

  
【第 18 期派遣留学生壮行会について】 

官民協働海外留学創出プロジェクトチーム  

日本学生支援機構 グローバル人材育成部 
グローバル人材育成企画課（内線 4938） 
電話：03－5253－4111（代表） 

 
【支援企業・団体について】 

官民協働海外留学創出プロジェクトチーム 

日本学生支援機構 グローバル人材育成部 
民間資金課（内線 4934） 
電話：03－5253－4111（代表） 
 

【取材について】 
官民協働海外留学創出プロジェクトチーム 広報担当 

日本学生支援機構 グローバル人材育成部 
グローバル人材育成企画課（内線 3627）  
電話：03－5253－4111（代表） 

 
  


